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第41回性治療研修会
日　　時：2012年5月20日（日）9:30 ～ 16:30
場　　所：東京慈恵会医科大学西新橋校1号館5階講堂
　　　　　東京都港区西新橋3-25-8　TEL 03-3433-1111
受 講 料：一般 15,000円　　学会会員 10,000円　　学生 3,000円
　プログラム
　　 9:30 ～  9:35	 開会の挨拶� 日本性科学会理事長　大川　玲子
　　 9:35 ～ 10:20	 性感染症から見た性の健康� 神奈川県医師会神奈川県立汐見台病院医師　早乙女智子
　　10:20 ～ 11:05	 ED 診療ガイドライン改訂版の概要について
� 鹿児島大学病院腎臓・泌尿器センター助教　内田　洋介
　　11:05 ～ 11:15	 休　憩
　　11:15 ～ 12:00	 性同一性障害の子供への二次性徴抑制療法� 岡山大学大学院保健学研究科教授　中塚　幹也
　　12:00 ～ 13:30	 昼休み（13:00~13:30　日本性科学会総会）
　　13:40 ～ 16:20	 症例検討会
	 	 （�症例検討を行います。会員の方で、検討したい症例をお持ちの方はご応募ください。詳細は、

4面をご覧下さい。）
　　16:20 ～ 16:30	 修了証授与
	 	 閉会の挨拶� 日本性科学会副理事長　阿部　輝夫

第12回アジア・オセアニア性科学学会　詳細は http://www.12aocs.jp/

テ ー マ：アジア・オセアニアにおける性の健康の普及推進　公用語：英語（一部日本語）
共　　催：第32回日本性科学学会・第42回全性連　全国性教育研究大会
日　　時：2012年8月2日（木）～ 5日（日）
会　　場：松江市　くにびきメッセ（島根県立産業交流会館）
主なプログラム
　　基調講演　大川　玲子	 （女性の性機能障害）
　　　　　　　Kwnsung Park	 （男性性機能障害）
　　　　　　　Rosemary Coates	（WAS会長講演)
　　　　　　　長谷川真理子	 （性の進化とその帰結）
　　シンポジウム：�性被害防止教育プログラム　STI/AIDS 現在から未来　加齢と男性の性　女性の性の喜び　	

射精障害　ピア教育　セクシュアリティと教育　HIV/AIDSとジェンダー　トランスジェンダー	
HPVワクチン　ほか

　　公開講座（日本語）：  1. シンポジウム ; 社会の変化の中で考える人と性－次世代と性を語るために
　　　　　　　　　　　　2. 草食系男子はなぜ登場したのか（森岡正博）

第32回日本性科学学会
日　　時：2012年8月4日（土）午後（AOCS　3日目）　日本語で行います。
参 加 費：5,000円　AOCSの参加者は無料
　プログラム
　　①教育講演：「出雲神話とセクシャリティー」（仮題）　北垣　秀俊（高校教諭）
　　②シンポジューム：「セックスレスの現状」
　　　　シンポジスト：永尾　光一（東邦大学泌尿器科教授）
　　　　　　　　　　　西郷理恵子（カップルコンサルタント）
　　　　　　　　　　　金子　和子（臨床心理士）　
　　　　　　　　　　　阿部　輝夫（精神科医）
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〔症例研究会から〕

「妊婦さんと赤ちゃんのための放射能緊急相談室」の相談事例より

主婦会館クリニック　　堀　口　貞　夫　

　3月11日の東日本大震災の福島第一原子力発電所の水素爆発は、飛散した放射性ヨードが子どもの甲状腺がんを
発生するという情報が子育て中の女性を不安に陥れ、3月22日に東京都の金町浄水場で放射性物質が検出されると、
200km以上離れた原発事故は身近かなものとなり、詳細が判らない故に不安を倍加することになった。多くの妊婦が
放射線被曝の不安から東京からも関西九州方面に一時移動したと報じられた。
　4月5日から予約制で「妊婦さんと子どものための放射能緊急相談室」を開設した。これまでの来談者は26名で妊婦
さん9人、乳幼児の居る妊婦3人、乳幼児10人、その他4人である。
　基本的には、1）「胎児に放射線の影響があるのではないか？」ということだが、「子どもへの影響は大人より大きい
と言われるが、どのように考えたら良いか？」に集約される。2）「東京に居て大丈夫か？」という切羽詰まったもの。	
3）「食物をどう選んだら良いか」「内部被曝がよく判らない」のように外部被曝だけではないことが意識されるように
なった。4）「母乳を飲ませても大丈夫か」と直接質問されたのは一人だけであるが、全員がかかえている不安である。
不妊症治療中の方は、5）「早く妊娠はしたいが、このような環境の不安の中で妊娠してしまっていいのか、少し治療
を中断した方が良いのか？」、プール管理者は、6）「妊婦水泳や幼児水泳をやる場合の水の放射性物質汚染をどう考
えるか」ということであった。

　「日本に居る場合、食物にどのように注意したら良いか。普段の生活はどのように気をつけたら良いのか」という三
歳児の子育て中の東京在住の妊婦さん（妊娠31週）の場合を見てみる。
　相談に見えたのは4月の上旬で、東京の空中放射線量は計測値の公表されている最高値0.144μSv/時から0.054に
低下していた。しかし3月22日には一時0.129μSv/時に上昇し、金町浄水場の上水道の水が乳児の暫定規制値に近
い190Bq/Lのヨウ素131が検出されたと注意報が出る事態となった。新宿の健康安全研究センター屋上での放射性
降下物の測定でも同日は大量のヨウ素131（36,000Bq/㎡)とセシウムの降下（5,300Bq/㎡）を認めていた。しかしその
後急速に減少し、相談日前日の空中放射線量は0.082μSv/時、放射性降下物質も減少し（ヨウ素131は8.2Bq/㎡、放
射性セシウム12.6Bq/㎡で5月以後は検出されていない）、3月22日以後は大量の放射性物質の拡散は起こっていない
と推定できた。
　実際その後4月中旬以降の空中放射線量は3月11日の震災前の値に戻っているので、福島第一原子力発電所に変化
が起きないか、新聞に公表される関東各地の空中線量の動きに注意すれば、少なくとも東京に居る限り外部被曝に関
しては心配はないと思われる。原発が、安定的に放射性物質の拡散をコントロールできるかどうかは判らないのが現
状であるから情報が伝わる時間差を考えれば、子どもはマスク、長袖を着け、外出は構わないが、外遊びは今の所少
し控えるくらいでいいのではないか。
　これからは、内部被曝の問題だが水道は浄水場の発表する計測値に注意し指示に従うことで良いと思うし、食べる
ものにつては体制が整備されて暫定規制値により出荷規制・出荷禁止措置がとられつつあるのでそれを信頼すること、
或は産地に注意すれば良い。原子炉内温度を下げて放射性物質が拡散するのを防ぐために必要なことではあるが、大
量に原子炉建屋に注ぎ込まれた水が、地下に浸透し海に流れる可能性もあり魚についての汚染情報は注意する必要が
ある。サンプリング調査では食べていいかの判断は難しいので、近海物は避けた方が良い。

　相談者は「第一子のお産が予定日を一週間過ぎたため、陣痛誘発を行わなければならず、しかもなかなか進行せず
手術分娩となってしまった。その上。子どもは新生児室に連れて行かれ、胸に抱けたのは二時間後であるという不
本意なお産であったので、今度こそはと思っていたのに」と不安を少しでも除きたいという思いが強いようであった。
第一子や生まれてくる子どもの外部被曝への心配から日本脱出への思いが強い。前の出産が納得できなかったという
想い、だから今度こそはという想いは理解できなくはないので、取り敢えず希望のハワイに脱出するのが良いかも知
れないが、ただ4歳の子どもを連れての旅行は、切迫早産や破水などの不測の事態での入院などもあり得るので、そ
こまで考慮に入れておく必要はあることを伝えた。
　5日後に偶然あった時に、やはりハワイに一時避難することに決めたとのことであった。
　妊娠出産や子育てに於いて子どもを護ろうという思い入れは特別なものがあるのに、震災のみならず放射能汚染と
いう詳細の判らない事象に強制的に遭遇させられた想いは情緒的で済まされるものではない。
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松本清一先生を偲んで

日本性科学会名誉副理事長

野　末　源　一

　松本清一本会名誉会員は昨年（2011年）12月15日に急逝されました。本会関係者は皆悲しみに包まれ
ました。日本性科学会は前身をジャスクト（Japanese Association of Sex Counselors and Therapists）
といい昭和54年（1979）7月11日に発足した性の研究団体でありました。1980年から松本先生が会長と
して就任されて以来先生は殆ど毎回、学会、性治療研修会、理事会に熱心に出席され、国際社会の性
に関するトッピックスなどをご紹介下さり会の進む方向を示して下さいました。今そのことを思い起
こしても熱心に指導して下さったことを深く感謝しています。学会の運営についても役員の小グルー
プで決めるのではなく理事会が決定機関であることを常に考えるようにと強くいわれたことが記憶に
残っています。
　日本性科学会設立は平成7年（1995）9月17日でした。本郷元夫事務局長の司会で会議が行われ引き
続き松本先生が会長となられ、昨年まで30年以上本会のためにご尽力頂きました。昨年秋頃私の家内
がホテルオークラで松本先生にばったりお会いして、お元気で歩き方も美しかったとの話を聞いてい
たので12月にご逝去の報を受け本当に愕然としました。また御逝去の報と殆ど同時に私の郵便受けの
中に自由企画の佐藤滋子さんが纏められた先生の自伝とも取れる本が先生ご自身から届き不思議な気
持ちになり霊的な感情を体験しました。
　先生は日頃から年齢が80歳を過ぎたら学会のような公的な仕事をすべきでないといわれていました。
平成9年（1997）に自治医大で行われた第3回日本性科学会総会でご自身が80歳を過ぎたので会長を退
任したいと後任に私を推薦して下さいました。
　自分の生き方を自分で決めることは当然のことなのですが松本先生は多くの公的なお仕事をお辞め
になられてからも、好きなように生きてゆく、好きなことしかやらないよといっておられました。こ
れが先生の健康法でもあったと思います。
　松本先生にジャスクトの理事長になって頂くことになったのは元東母の会長であられた大村清先生
に強く奨められていたからでした。大村先生は学会に関して公平な意見を持っておられ、これからは
性の時代であるのでジャスクトの理事長として松本清一先生が適任であると感じておられたようです。
　大村清先生と私は当時再建時代の日本母性保護医協会（現在の日本産婦人科医会）、森山豊会長のも
とで幹事をやらせていただいていて幹事会を森山学校と称して一生懸命に協会のために本業をそっち
のけに働いていました。そのようなわけで大村先生とは心を割って話が出来る友人の一人でありまし
た。よき suggestion であったと感謝しています。
　松本清一先生は我が国における性の研究団体を太く強く協力的なものであるようにとされました。
又その通りになりました。今後もその方向に進むべきでしょう。これはやはり先生のお人柄の賜、さ
らには奉仕と協力の精神だと思います。
　私たちは先生から多くのことを学びました。有り難うございました。心から御礼申し上げます。

参考文献：松本清一先生の生涯について『月経研究から性と生殖』（自由企画出版）2011.11.15日発行
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　4月より新しい年度（2012年4月1日より2013年3月31日）にはいりますので、2012年度年会費（一般
12,000円　　役員15,000円　　学生5,000円）の御納入を、宜しくお願い申し上げます。手数料が無料となり
ます学会の郵便振替用紙を同封致しますので、御利用下さい。
　尚、学生の方は学生証のコピーを事務局にお送り下さい。学生会員と認められた場合は、改めて学生会員
用の郵便振替用紙を送付致しますので、その用紙でお振込みを御願い申し上げます。

会費納入の御願い

第12回アジア・オセアニア性科学学会
2012年8月　　於：松江

　第12回アジア・オセアニア性科学学会（12th AOCS）開催まであと4 ヶ月余りとなりました。主なプログラム
は本ニュースレターの表紙ページに掲げましたが、登録、抄録受付はすべてWeb を通じて行います。詳細はこち
ら（http://www.12aocs.jp/）をご覧下さい。早期登録（3.5万円）と抄録締め切りは4月30日となりました。なお、
昨年みなさまにお願いした寄付（日本政府観光局による免税措置あり）を更に充実させるため、10万円以上の寄
付者は登録費を免除することになりました。登録費免除の方には事務局からお知らせしますが申込書、不明な点は
事務局にお問い合わせ下さい。みなさまのご参加をお待ちしています。

　　2012年3月� 日本性科学会理事長 / 12回アジア・オセアニア性科学学会会長　 大　川　玲　子　

日本性科学会副理事長（認定制度担当)　 阿　部　輝　夫　

　本年も日本性科学会「セックス・カウンセラー」「セックス・セラピスト」資格認定更新規定（日本性科学会
雑誌に掲載）に基づき、2012年度資格更新が行われます。「資格更新」に関する告示は、6月発行の日本性科学会	
ニュースに掲載されます。
　尚、更新該当者氏名（登録順）は以下の通りです。資格認定更新規定を熟読の上、更新希望者は御準備を御願い
申し上げます。また、同時に2012年度新規資格認定に関する告示もニュース6月号で行います。
　資格更新該当者
　　　セックス・カウンセラー
　　　セックス ･セラピスト　　　茅島　江子 ・ 森村　美奈 ・ 大谷眞千子 ・ 高橋　都

セックス・カウンセラーセックス・セラピスト資格認定委員会報告

性治療研修会の症例を提出なさる方は、症例を600字以内にまとめ、それとは別に、検討したい点も明記して
事務局宛に、メールでお送りください。期限：4月20日。採用に関しては、症例検討担当者に御一任ください。

症例募集の御知らせ

2012 ･ 2013年日本性科学会理事選挙結果

　この度理事選挙（全国1ブロック）において、下記の通り立候補届けがありました。

（受付順）　髙波眞佐治　　永井　　敦　　村口　喜代　　菅沼　信彦　　石河　　修
　　　　　大川　玲子　　阿部　輝夫　　武田　　敏　　塚田　　攻　　茅島　江子

　それぞれの立候補者について、立候補資格要件（5名の推薦者、入会以後3年以上）をチェックしすべて
適格でありました。
　また、立候補者数が定員の枠内でありますので、無投票で全委員を当選者と決定致しました。

　2012年3月22日
日本性科学会選挙管理委員会　　　　　　　　

委員　　針間　克己　　大谷眞千子　
高橋　　都　　花村　温子　


